
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科（理工学科） 

 

教科 工業 科目 化学工学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 化学工学 （実教出版） 

副教材等 関数電卓 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学工学では、化学製品の製造に関する基礎的知識・技術を学習します。これにより、工場での各

設備・装置の実際や化学プラントの操作といった、化学技術者として必要な知識と技術を習得でき

ます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

化学工場における、化学製品の製造プロセスや機械装置およびプラントの仕組みを理解させるとも

に、それらの操作に必要な基礎知識・技術を身に付け、現場で活用できる能力と態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学製品の製造に関

する化学工場の概要

について関心を持ち、

化学工場に関わる知

識や技術の習得を目

指して主体的に取り

組むとともに、実践的

な態度を身に付けて

いる。 

化学製品の製造に関

するプロセスについ

ての思考を深め、基礎

的な知識と技術を活

用して、技術者として

適切に思考・判断し、

表現する創造的な能

力を身に付けている。 

化学製品の製造に関

する基礎的・基本的

な知識・技術を身に

付け、それを活用し

て化学工場における

化学製品の製造を合

理的に計画立案でき

る。 

化学製品の製造や化

学工場に関する基礎

的・基本的な知識を

身に付け、現代社会

における化学工場の

意義や役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

等  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

等  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

等  

学習状況の観察  

各定期考査（年５回） 

出席状況  

提出物  

（ノート、プリント

等）  

等  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学

 

期 単元名 学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 



 

※令和３年度以前入学生用 

a b c d 

１ 

学 

期 

第 

４
・５ 

章 
 

熱の取り扱い  

 ・化学工業と熱  

 ・熱交換器  

 ・熱の移動  

   

熱の出入りを伴う操作  

 ・蒸発   

 ・空気の調湿 

  

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a:化学工業においての熱の定

量的な取り扱いに関する重要

性を理解し、その知識の習得に

意欲的に取り組んでいるか。 

b:湿度図表を正しく読み取る

ことができる。 

c:蒸発に関する物質及び熱収

支計算を正しく行うことがで

きる。  

d:熱交換器の原理および種類

について、十分理解できてい

る。   

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート・  

 プリント等） 

等  

  

  

２ 

学 

期 

第 

５
・６ 

章 

熱の出入りを伴う操作  

 ・水の冷却  

 ・乾燥   

 ・ボイラー   

 ・冷凍機   

 

物資の分離と精製  

 ・蒸留  

  

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a: a: 蒸留の原理および

装置に興味を持ち、蒸留の理論

に関する演習に意欲的に取り

組むことができる。  

b:x-y 線図から、蒸留における

気液平衡関係を判断すること

ができる。  

c:マッケーブ-シール法を用い

て蒸留塔の段数を計算するこ

とができる。 

d:乾燥機・ボイラー・冷凍機の

原理・種類について十分理解で

きている。  

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート・  

 プリント等） 

等  

  

３ 

学 

期 

第 

６ 

章 

物資の分離と精製 

   

 ・吸収   

 ・抽出   

 ・ その他の分離精製法

  

  

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

a:物質の各分離法について関

心を持ち、関連する知識の習得

に意欲的である。 

b:抽出における液液平衡関係

を、三角図を用いて図示でき

る。 

c:気体の溶解度と圧力の関係

に関して、ヘンリーの法則を使

った計算ができる。 

d:吸着・イオン交換等の分離法

について理解できている。 

学習状況の 

観察  

定期考査  

出席状況  

提出物  

（ノート・  

 プリント等） 

等  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単



 

※令和３年度以前入学生用 

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


